
わ
が
図
書
館
の
新
展
開
・
東
海
大
学
図
書
館

地
域
社
会
に
根
ざ
す
大
学
図
書
館

　
三
井
　
悟

み
つ
い
・
さ
と
る

　
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化
に
伴
う
生
涯
学
習
時
代
に
あ
っ
て
、
図

書
館
が
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
社
会
か
ら
要
請
さ

れ
て
久
し
い
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
大
学
図
書
館
の
開

放
を
求
め
る
声
や
、
閲
覧
室
を
学
習
の
場
と
し
て
占
領
さ
れ
て
し
ま

う
夏
休
み
の
公
共
図
書
館
の
是
非
、
そ
の
ほ
か
欧
米
図
書
館
の
利
用

の
し
や
す
さ
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
図
書
館
の
利
用
方
法
に
対
し
て

様
々
な
意
見
が
新
聞
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
一

年
の
大
学
審
議
会
の
答
申
及
び
設
置
基
準
の
大
綱
化
に
よ
っ
て
、
大

学
の
社
会
的
役
割
及
び
機
能
の
見
直
し
な
ど
、
大
学
へ
の
期
待
と
と

も
に
、
大
学
自
身
に
も
意
識
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
社
会
状
況
の
中
、
大
学
の
開
か
れ
た
組
織
と
し
て
、
図
書

館
を
含
め
た
大
学
施
設
の
開
放
を
は
じ
め
、
大
学
の
学
術
情
報
、
資

料
の
開
放
な
ど
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
東
海
大
学
附
属
図
書
館
に
お
け
る
公
共
図
書
館
と

　
経
緯
と
概
要

　
　
　
　
　
　
　
の
協
力
体
制
は
、
自
治
体
か
ら
開
か
れ
た
大
学
へ

の
要
請
が
高
ま
る
な
か
、
一
九
八
三
年
一
月
に
秦
野
市
と
東
海
大
学

で
締
結
し
た
、
　
「
秦
野
市
と
東
海
大
学
と
の
提
携
事
業
に
関
す
る
申

し
合
わ
せ
」
か
ら
生
ま
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
生
活
・
文
化
の

向
上
を
目
的
に
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
地
域
社
会
及
び
大

学
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う
趣
旨
で
推
し
進
め
ら
れ
た
。
事
業
内

容
は
、
生
涯
学
習
及
び
文
化
活
動
に
関
す
る
講
師
派
遣
や
施
設
の
相

互
利
用
な
ど
を
大
き
な
柱
と
し
て
、
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も

そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
、
市

立
図
書
館
が
主
催
す
る
地
域
大
学
講
座
の
受
講
者
に
、
大
学
図
書
館

の
館
内
閲
覧
及
び
文
献
複
写
を
認
め
る
こ
と
か
ら
、
大
学
図
書
館
の

開
放
が
始
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
一
九
八
五
年
十
一
月
に
は
秦
野
市
と
の
提
携
事
業
と
同
じ

内
容
で
、
　
「
平
塚
市
と
東
海
大
学
と
の
交
流
事
業
に
関
す
る
申
し
合

わ
せ
」
を
締
結
し
た
。
そ
し
て
大
学
と
両
市
と
の
交
流
・
提
携
事
業

に
基
づ
く
、
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
か
か
る
事
業
と
し
て
、

一
九
八
七
年
四
月
に
『
平
塚
市
図
書
館
と
東
海
大
学
附
属
図
書
館
と

の
申
し
合
わ
せ
』
で
協
力
関
係
を
結
ん
だ
。
一
九
八
八
年
一
月
に
は
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同
じ
く
、
秦
野
市
立
図
書
館
と
も
協
力
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
そ
の

内
容
は
、
相
互
利
用
を
促
進
し
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
図
書

館
活
動
の
充
実
を
目
的
と
す
る
、
現
物
貸
借
・
相
互
利
用
・
刊
行
資

料
の
交
換
な
ど
を
柱
と
し
、
相
互
協
力
活
動
を
通
じ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
の
推
進
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
は
、
提
携
・
交
流
事
業
の
拡
大
と
大
学
及
び
大
学
図
書
館

を
知
っ
て
も
ら
う
意
味
で
、
一
九
八
八
年
か
ら
近
隣
市
町
村
に
在
住

・
在
学
す
る
高
校
生
に
大
学
図
書
館
を
公
開
し
て
い
る
。
高
校
生
へ

の
公
開
は
、
学
内
で
の
制
約
も
比
較
的
少
な
い
夏
季
休
暇
中
に
限
っ

て
い
る
が
、
地
域
住
民
へ
の
開
放
を
契
機
と
し
て
、
高
校
生
の
利
用

も
可
能
で
あ
る
と
い
う
判
断
の
公
開
で
あ
っ
た
。
毎
年
高
校
生
の
利

用
登
録
者
は
、
約
五
百
名
で
、
夏
季
休
暇
中
の
べ
二
千
名
前
後
の
高

校
生
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
携
・
交
流
事
業
に
基
づ
く
平
塚
・
秦
野
両

　
現
状
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
の
東
海
大
学
附
属
図
書
館
へ
の
利
用
登

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
録
者
は
、
毎
年
約
百
名
あ
る
。
こ
れ
ら
利
用

者
は
、
仕
事
と
関
連
し
た
調
査
研
究
を
利
用
目
的
と
す
る
人
が
約
三

分
の
二
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
残
り
が
主
婦
・
熟
年
層
の
人
た
ち
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
利
用
方
法
は
大
学
図
書
館
へ
の
直
接
来
館
に
よ

る
資
料
の
館
内
閲
覧
、
文
献
複
写
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
市
民

に
は
、
大
学
図
書
館
が
持
つ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
と
専
門
的
な

資
料
群
を
閲
覧
、
複
写
サ
ー
ビ
ス
に
供
し
、
情
報
欲
求
に
答
え
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
相
互
協
力
活
動
の
柱
で
も
あ
る
現
物

貸
借
は
、
今
ま
で
は
低
調
な
状
況
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九

三
年
十
月
に
大
学
図
書
館
と
秦
野
市
立
図
書
館
の
利
用
者
目
録
検
索

端
末
機
が
、
双
方
の
図
書
館
に
設
置
さ
れ
運
用
を
開
始
し
た
。
ま
た
、

一
九
九
四
年
三
月
に
は
大
学
図
書
館
と
平
塚
市
中
央
図
書
館
も
端
末

機
の
相
互
乗
り
入
れ
が
実
現
し
た
。
こ
の
”
館
種
を
超
え
た
蔵
書
検

索
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”
の
構
築
に
よ
り
、
大
学
図
書
館
に
と
っ
て
は
、

公
共
図
書
館
な
ら
で
は
の
郷
土
・
行
政
資
料
を
始
め
と
す
る
資
料
群

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
学

図
書
館
と
両
公
共
図
書
館
で
進
め
て
き
た
、
相
互
協
力
活
動
を
通
じ

て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
実
を
結
び
、
現
物
貸
借
・
所
蔵
調
査
等
の

協
力
活
動
が
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
増
加
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化

は
、
よ
り
迅
速
な
資
料
提
供
を
可
能
と
し
、
今
後
の
協
力
関
係
に
大

き
な
力
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

　
最
後
に
な
る
が
、
東
海
大
学
図
書
館
の
地
域
社
会
に
根
ざ
す
取
り

組
み
は
、
地
域
住
民
へ
の
利
用
開
放
か
ら
始
ま
り
、
相
互
利
用
を
経

て
、
検
索
端
末
機
の
相
互
乗
り
入
れ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化
ま
で
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
本

質
か
ら
す
る
と
利
用
者
は
違
っ
て
い
て
も
、
　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
だ
れ
に
で
も
」
可
能
な
限
り
提
供
す
る
こ
と
が
本
意
で
あ
る
。

一77一



そ
の
意
味
で
は
、
大
学
図
書
館
・
異
種
図
書
館
間
に
限
ら
ず
、
自
館

資
料
の
高
度
化
、
専
門
化
あ
る
い
は
個
性
化
を
図
り
、
さ
ら
に
資
料

構
成
・
質
の
違
い
を
認
識
し
た
上
で
、
相
互
理
解
を
深
め
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
よ
る
相
互
補
完
の
効
果
を
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に
生
か
す

た
め
の
方
策
を
構
築
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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